
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 去年の１０月に韓国の肉牛農場で初めてランピースキン病が確

認され、同年１１月には韓国国内で飼養される全ての牛にワクチ

ン接種が実施されました。 

 しかし、令和６年８月１２日に韓国国内で再度発生が認められ

たのでお知らせします。夏休みなどで移動が多い季節ですので、

再度衛生管理の徹底をお願いします。 

 
 

日本国内への侵入リスクが高まっています！ 

引き続き下記の衛生管理をお願いします。 
 
◆農場や畜舎内に入るヒト・モノ・クルマの管理を徹底し、病原体の侵

入を防ぐ。 

◆伝染病が発生している国への渡航は可能な限り控え、これらの国か

らの郵便物は衛生管理区域に持ち込まない。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

韓国でランピースキン病が再発生！ 
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彩の国 

埼玉県 
埼玉県マスコット 

「コバトン」「さいたまっち」 

家畜衛生だより 

・牛、水牛のみが発症するウイルス感染症 

・発熱、食欲不振のほか、全身（特に頸部、背側、脚部、外陰部、粘膜な 

 ど）に多数の結節が現れる 

・軽度の場合は 2～3週間程度で治癒するが、重度の場合は死亡例もあり 

・蚊、ハエ、ダニなどの節足動物を介した伝播や、ウイルスに汚染された 

 飼料、水などにより感染が拡大する 

・日本では未確認、届出伝染病 

ランピースキン病とは？ 



疑わしい症状があれば直ちに通報を！ 
 

WOAHホームページより抜粋 

農林水産省ホームページより引用 


